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　 Bradley Lehman’s article in the “Early Music” (2005) made huge waves internationally in the 
world of music, especially of harpsichord and pipe organ. The exact temperament used by J. S. 
Bach has been unclear for a long time. Lehman claims that the key to the mystery has been hidden 
in the spiral diagram at the title page of “Das wohltemperierte Clavier” manuscript (1722). He 
regards three different kinds of spiral diagrams as intervals of narrowed 5ths: it could clear the 
tuning system used by Bach. Sadly, Bach/Lehman temperament is not comfortable. This paper aims 
to reconsider the temperament, and to propose the more comfortable keybord tuning for Bach’s 
music.
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す、すなわち C から B ♯に至るどこかの完全５度を狭く、どこかの完全４度を広く調律









































































　平均律（12 等分律）は、ピタゴラス・コンマ（PC）を 12 等分し、それらをすべての
５度に割り振る、すなわちすべての５度を PC 1/12 狭くする調律法である。
　それを、五度圏を切り開いたかたちで示すと、次のようになる。
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C G D A E B F ♯ C ♯ A ♭ E ♭ B ♭ F （C）
PC: -1/12 -1/12 -1/12 -1/12 -1/12 -1/12 -1/12 -1/12 -1/12 -1/12 -1/12 -1/12









トル “Das wholtemperierte Clavier” の “C” が音名を示し、天地を逆さにすると、F 音か
らの五度圏が見える。リーマンは三重の渦が PC － 1/6、二重が－ 1/12、一重は± 0 であ
ると解釈した。渦は 11 箇所しかないが、リーマンは消去法で、最後に残る B ♭～ F を＋
1/12 とみなす。
　これを、やはり五度圏を切り開いたかたちで示すと、次のようになる。
C G D A E B F ♯ C ♯ A ♭ E ♭ B ♭ F （C）









① C ～ E　　＝－ 8/12
② G ～ B　　＝－ 6/12
③ D~F ♯ 　＝－ 4/12
④ A ～ C ♯　＝－ 2/12
⑤ E ～ A ♭　＝－ 1/12
⑥ B ～ E ♭　＝－ 2/12
⑦ F ♯～ B ♭＝－ 3/12
⑧ C ♯～ F　＝－ 2/12
⑨ A ♭～ C　＝－ 3/12
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⑩ E ♭～ G　＝－ 4/12
⑪ B ♭～ D　＝－ 5/12











C G D A E B F ♯ C ♯ A ♭ E ♭ B ♭ F （C）
PC: -1/6 -1/6 -1/6 -1/6 -0.5/12 -0.5/12 ± 0 -1/12 -1/12 -1/12 ± 0 -1/6
① C ～ E　　＝－ 8/12
② G ～ B　　＝－ 6.5/12
③ D~F ♯ 　＝－ 5/12
④ A ～ C ♯　＝－ 3/12
⑤ E ～ A ♭　＝－ 2/12
⑥ B ～ E ♭　＝－ 2.5/12
⑦ F ♯～ B ♭＝－ 3/12
⑧ C ♯～ F　＝－ 3/12
⑨ A ♭～ C　＝－ 4/12
⑩ E ♭～ G　＝－ 5/12
⑪ B ♭～ D　＝－ 6/12
⑫ F ～ A　　＝－ 8/12
５．渦巻模様の別の解釈






　ここで新たに、三重の渦が PC － 1.5/12、二重の渦が－ 1/12 であると仮定してみよう。
また、一重の渦が重なる E-B と B-F ♯は－ 0.7/12、そして一重の F ♯ -C ♯は－ 0.5/12 と
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して計算してみる。
C G D A E B F ♯ C ♯ A ♭ E ♭ B ♭ F （C）
PC: -1.5/12 -1.5/12 -1.5/12 -1.5/12 -0.7/12 -0.7/12 -0.5/12 -1/12 -1/12 -1/12 （+0.4/12） -1.5/12
　この割り振りによる各長３度は以下のとおりである。
① C ～ E　　＝－ 6/12
② G ～ B　　＝－ 5.2/12
③ D~F ♯ 　＝－ 4.4/12
④ A ～ C ♯　＝－ 3.9/12
⑤ E ～ A ♭　＝－ 4.3/12
⑥ B ～ E ♭　＝－ 3.2/12
⑦ F ♯～ B ♭＝－ 3.5/12
⑧ C ♯～ F　＝－ 2.6/12
⑨ A ♭～ C　＝－ 3.1/12
⑩ E ♭～ G　＝－ 3.6/12
⑪ B ♭～ D　＝－ 4.1/12







　それを、ピッチ a1 ＝ 415Hz として１秒間あたりの唸りの数に置き換えると、次のよう
になる。10）　なお、a と最初のｃとの唸りは、＋ 4.6 である。
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